
（確定） 苫小牧労働基準監督署  

区分

業種別

(1) 4 (24) 658 (25) 662 141 (1) 5 (25) 1105 (26) 1110 155 -448 -40.4 100.0

(1) 4 (24) 658 (25) 662 141 (1) 5 (25) 1105 (26) 1110 155 -448 -40.4 100.0

(1) 122 (1) 122 31 2 (1) 124 (1) 126 31 -4 -3.2 18.4

食  料  品 45 45 17 1 33 34 4 11 32.4 6.8

内 木材木製品 9 9 17 17 7 -8 -47.1 1.4

紙・パルプ 7 7 8 8 6 -1 -12.5 1.1

窯業・土石 10 10 4 18 18 3 -8 -44.4 1.5

金属・機器 16 16 1 (1) 12 (1) 12 1 4 33.3 2.4

訳 輸送用機械 8 8 2 16 16 7 -8 -50.0 1.2

そ  の  他 (1) 27 (1) 27 7 1 20 21 3 6 28.6 4.1

1 1 2 2 1 -1 -50.0 0.2

1 (9) 42 (9) 43 4 1 (4) 71 (4) 72 6 -29 -40.3 6.5

内
土木工事業 1 (5) 16 (5) 17 1 (2) 15 (2) 15 1 2 13.3 2.6

建築工事業 (2) 12 (2) 12 (2) 32 (2) 32 3 -20 -62.5 1.8

木造建築業 8 8 2 10 10 1 -2 -20.0 1.2

訳 そ の 他 の
工　事　 業

(2) 6 (2) 6 1 1 14 15 1 -9 -60.0 0.9

(5) 97 (5) 97 16 1 (7) 86 (7) 87 21 10 11.5 14.7

(2) 22 (2) 22 6 8 8 4 14 175.0 3.3

2 2 4 4 -2 -50.0 0.3

7 7 2 8 8 1 -1 -12.5 1.1

1 4 5 5 5 0.8

2 2 -2 -100.0

(1) 54 (1) 54 20 (4) 71 (4) 71 29 -17 -23.9 8.2

23 23 8 (1) 20 (1) 20 11 3 15.0 3.5

7 7 3 9 9 1 -2 -22.2 1.1

(1) 2 (6) 277 (7) 279 51 (1) 1 (8) 695 (9) 696 50 -417 -59.9 42.1

 本統計は、労働者死傷病報告書（休業４日以上）により集計した速報値であり、修正することがあります。

（  ）内は交通事故で内数です。
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転倒災害は内数です。

令和５年　業種別労働災害発生状況

令和５年 令和４年 対前年
業
種
割
合

死亡
休業
４日
以上
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「その他の事業」の内訳 （確定）

区分

転
倒
災
害

転
倒
災
害

増
減
数

増
減
率

15 15 3 9 9 3 6 66.7 2.3

56 56 10 54 54 5 2 3.7 8.5

1 6 7 2 11 11 2 -4 -36.4 1.1

1 1 1 0.2

1 1 -1 -100.0

(3) 10 (3) 10 4 (4) 12 (4) 12 2 -2 -16.7 1.5

3 3 2 (1) 8 (1) 8 -5 -62.5 0.5

(1) 148 (1) 148 20 (1) 558 (1) 558 23 -410 -73.5 22.4

13 13 5 (1) 17 (1) 17 5 -4 -23.5 2.0

10 10 4 9 9 3 1 11.1 1.5

(1) 1 (2) 15 (3) 16 1 (1) 1 (1) 16 (2) 17 7 -1 -5.9 2.4

(1) 2 (6) 277 (7) 279 51 (1) 1 (8) 695 (9) 696 50 -417 -59.9 42.1合         計

通 　 信 　 業

教育 ・ 研究業

保健 ・ 衛生業
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その他接客娯楽業
（除くゴルフ場）

その他の 事 業

農          業

畜    産    業

理  美  容  業
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死亡
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４日
以上

合計 死亡
休業
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以上

合計

令和５年　業種別労働災害発生状況（その２）
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業種別



（確定）

件
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発
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月

発
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種
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種
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1 1
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時
台
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～
9
人

激
突
さ
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車
両
系
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伐
出
機
械
等
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１
時
台

そ
の
他
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事
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～
9
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通
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（
道
路
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乗
用
車
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、
バ
イ
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3 10
10
時
台

そ
の
他
の
商
業

～
9
人

飛
来
、
落
下

玉
掛
用
具

4 12
14
時
台

建
設
業

～
9
人

転
倒

高
所
作
業
車

4 8 9 5 9 4 3 2 5 5 54

(4) (2) (2) (1) (9)

令和５年　死亡災害発生状況

災 害 発 生 状 況 の 概 要
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苫小牧労働基準監督署  

4

　被災者は、山林内の倒木の整理作業現場において、チェーンソーを
用い集積された倒木の根切り作業に従事していた。被災者の付近では
同僚の労働者が木材グラップル機を運転し、根が切り落とされた倒木
を移動させていたが、当該グラップル機が旋回した際に掴んでいた倒
木が被災者の頭部に激突したもの。

発生年

             過去１０年間の死亡災害発生状況

26

【労働災害発生状況について】

　令和５年（確定値）の全産業における労働災害発生件
数（死亡及び休業４日以上）は662件で、前年同期より
448件（40.4％）減少しました。
　災害の型別では、転倒141件（21.3％）、その他114
件（17.2％）、墜落・転落95件（14.4％）、動作の反
動・無理
な動作79件（11.9％）、激突され51件（7.7％）の順
に多く発生しています。

2令元

　被災者は、輸送トレーラーの１０ｋｍ先を走行しながら、対向車の
走行状況等を無線により伝達する作業に従事していた。片側１車線の
道路上を走行中緩い左カーブに差し掛かったところ、対向車線にはみ
だしたため前方から走行していたタンクローリーと正面衝突したも
の。

※死亡件数欄のカッコ内の数字は交通事故の件数で内数

325

死亡件数

　被災者は、公園内の支障木の伐倒作業中、伐倒木にロープをかける
ため、高所作業車（クローラ式）のバスケットで運転操作を行ってい
たところ、当該高所作業車が転倒し、被災者がバスケットから投げ出
され、地面に激突したもの。

　被災者は、敷鉄板をクレーンでつり上げるために、ハッカー（玉掛
用具）を敷鉄板の片方に掛けて少しつり上げて、浮いた隙間に小さな
鋼材をスペーサーとして投げ込み、隙間に上体を入れたところ、ハッ
カーから敷鉄板が外れて、敷鉄板の下敷きになったもの。

合計2927
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